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尿路感染症 におけるAT-2266の 臨床的検 討
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新しく開発された抗菌剤であるAT-2266を 広島大学医学部附属病院 および関連病院の泌尿器科

において、外来,入 院息者の単純性ならびに複雑牲尿路感染症例に投与 して得られた臨床成績を報

告する。総合臨床効果は単純性,複 雑性尿路感染症それぞれ100%,68%で あった。副作用につい

ては,1例 にめまいを生 じたのみであり,血 液生化学検査などで他覚的な異常は認められなかった。

大日本製薬株式会社により開発された経口抗菌剤であるAT-

2266はPyridonecarboxylic acid誘 導体で,Fig.1に 示す構

造式を有している。本剤の作用は殺菌的であり,グ ラム陽性菌

および陰性菌に対して幅広い抗菌力を有している1)。経口投与

で腸管よりの吸収ば良好であり,高 い血中濃度が得られ生体内

でほとんど代謝されることなく,24時 間で約65%が 尿中に排泄

される1)。今回われわれは単純性および複雑性尿路感染症例に

対し,以上の特徴を有する本剤を投与し,そ の臨床効果,副 作

用について検討した。

I.　対象と投与方法

対象は広島大学医学部附属病院,国 立呉病院および国

立福山病院の各泌尿器科において尿路感染症と診断され

た39例であり,急性単純性膀胱炎が7例(Table 1),慢

性複雑性尿路感染症が32例(Table 2)で あ る。年齢は

お～82歳で,性 別は男性19例,女 性20例 である。慢性複

雑性尿路感染症の基礎疾患の主要なものは,神 経因性膀

胱7例,前立腺肥大症,前 立腺癌各5例,腎 結石,膀 胱

結石それぞれ3例 などであった。

本剤の投与方法は,急 性単純性膀胱炎では錠剤 として

1回100mg,経 口投与を1日3回 ,3日 間継続 し,慢 性

複雑性尿路感染症では1回200mg,経 口投与を1日3回,

5日間ないし14日間の継続投与を行った。

細菌学的検査の尿検体は男性では中間尿またはカテー

テル尿を,女性ではカテーテル尿を用いた
。

臨床効果判定はUTI薬 効評価基準(第2版)2)に 従 っ

て行った。

II.　成 績

1.　急性単純性膀胱炎

急性単純性膀胱淡のうち症例7は 本剤服用後めまいを

Fig. 1 Structure of AT- 2266

生 じ投薬を中止したため効果測定より除外となり,残 り

6例 が効果判定の対象となった(Table 3)。 自覚症状の

排尿痛に関する効果は消失が6例 全例(100%)に み られ

た。膿尿に対する効果は 正常化4例(66.7%),改 善2

例(33.3%)で あ った。細菌尿に対する効果は陰性化5

例(83.3%),減 少1例(16.7%)で あった。自覚症状,

膿尿,細 菌尿に対する結果による総合臨床効果は著効4

例(66.7%),有 効2例(33.3%),無 効症例なしで,有

効率は100%で あ った0

細菌学的効果は,起 炎菌8株 中7株 が消失,1株 が減

少し,消 失率は87.5%で あった。

本剤投与前分離菌株は,S.faecalisが1株,グ ラム陰

性菌が7株 であり,本 剤の各細菌に対するMICを み る

とS.faecalisが6.25μg/ml,グ ラム陰性菌は0.1～0.78

μg/mlで あ った。

2.　 慢性複雑性尿路感染症

複雑性尿路感染症における薬効評価基準の患者条件に

適合しない症例を除外した残 り31例について効果判定を

行った(Table 4)。

膿尿に対する効果は正常化16例(52%),改 善2例(6

%),不 変13例(42%)で あ り,細 菌尿に対する効果は

陰性化18例(58%),減 少2例(6%),菌 交代2例(6
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Table 3 Overall clinical efficacy of AT- 2266 in acute simple cystitis

Table 4 Overall clinical efficacy of AT- 2266 in complicated UTI

%),不 変9例(29%)で あ った。以上 より総合臨床効

果は著効14例,有 効7例,無 効10例 で有効率は68%で あ

った。

疾患病態群別の効果をみると,単 独感染22例では著効

12例,有 効3例,無 効7例 で有効率は68%,混 合感染の

9例 では著効2例,有 効4例,無 効3例 で有効率は67%
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であうた(Table 5)。

本剤投与前の分離菌43株 についての細菌学的効果は32

株消先41株 存続で消失率は74%で あ った。分離菌種別

に主なものについてみると,細 菌消失はE.coliは9株

中8株Serratia sp.は7株 中4株,Pseudomonas sp.

は4株中7株,P.aeruginosaは3株 中1株,Strepto-

cocus sp.は7株すべて消失している。一方K.pneum-

oniaeの2株,C.freundiiの1株 は いずれも存続 して

いる(Table 6)。

本剤投与後出現菌はSerratia sp.の2株,Pseudom-

onas sp.1株の計3株 であった(Table 7)。

3.　副作用

急性単純性膀胱炎症例にめまいを生 じたが,服 用中止

により軽快した。他に自覚症状に異常のみられた症例は

なく,また複雑性尿路感染症例のうち25例 について本剤

投与前後に血液生化学検査を行ったが,本 剤投与による

ど思われる異常値は認められなかった(Table 8)。

III.　考 察

新しい抗菌剤であるAT-2266は グラム陽性菌,グ ラ

ム陰性菌,ブ ドウ糖非発酵菌,マ イコプラズマなど,感

染症におけるほとんどすべての菌種に対 して強い抗菌作

用を有し,とくにグラム陰性菌に対 してその作用が強い

1)。本剤の抗菌力は他の抗菌荊 であるNA
,PPAよ り

も強く,NFLXと ほぼ同等であり,さ らに抗生物質と比

較すると多 くのグラム陰性菌とブ ドウ糖非発酵菌に対 し

てABPC,CBPC,CEXお よびGMよ りも強い作用を

有 している8)。

われわれの臨床成績について,急 性単純性膀胱炎では

有効率100%と 優れた効果が確認された。細菌学的効果

は,起 炎菌8株 中P.mirabilis 1株 を除く7株 が消失し,

87.5%の 消失率が得られている。

複雑性尿路感染症31例 について臨床効果をみると,著

効14例,有 効7例,無 効10例 で68%の 有効率を示し,従来

より使用されている同系他剤4)に 比較して優れた結果が

得 られた。また疾患病態群別の効果については,単 独感

染症例,混 合感染症例の有効率はそれぞれ68%と67%で

あ ったが,単 独感染症例では混合感染症例 よりも著効例

が多く認め られた。群別の有効率は,3群,4群,6群

はそれぞれ67%,83%,100%と 良好であり,カ テーテ

ル留置症例の1群,5群 はそれぞれ50%,40%で あ り,

NFLX5)と 同等の成績 であった。1群,5群 の主要な

分離菌株がPseudomonas sp.,Serratia sp.,K.pneu-

moniaeで あることを考慮すると良好な成績 であると考

え られる。つぎに臨床分離菌株の細菌消失率をみると,

グラム陽性菌では7株 すべてが消失 し,100%と 良好な

結果が得られており,グ ラム陰性菌26株 では15株 が消失

Table 5 Overall clinical efficacy of AT- 2266 classified by type of infection
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Table 6 Bacteriological response to AT- 2266 in

complicated UTI

*Persisted: regardless of bacterial count

し,58%の 消失 率 で あ った 。 存 続 した 菌 株 はE.coli 1

株,K.Pneumoniae 2株,C.freudii 1株,Serratia

sp.3株,P.aeruginosa 2株,P.cepacia 1株,Pseudo-

monas sp.1株 で あ り,と くにPseudomonas属 に対 す

る除菌 効 果 が 弱 い よ うで あ るが,症 例 の多 くが カテ ー テ

Table 7 Strains* appearing after AT- 2266

treatment in complicated UTI

* regardless of bacterial count

ル 留 置症 例 で あ るの で 当然 の 結 果 と考 え られ る。

三橋 の基 礎 的 検 討1)に よ る と,本 剤 は 同系他 剤 と比較

して種 々の 菌 種 に つ い て良 好 なMIC値 を示 してお り,

また 本剤 が その 特 徴 で あ る広 い抗 菌 スペ ク トルを有 して

い る こ と よ り,本 剤 投 与 に よ り優 れ た臨 床効果 が得 られ

る こ とが 期 待 で きる。

本剤 の副 作 用 の集 計1)に よる と,観 察 例 数2516例 中117

例(4.7%)に 副作 用 の発 現 がみ られ て いる。そ の 内 容

は 悪心,嘔 気,胃 部不 快 感 な どの消化 器症 状が 多 くを占

め,こ れ は 経 口投 与 剤 に あ る程 度 み られ る もの であ り,

他 に重 篤 な副作 用 は報 告 され て いな い。 自験例 では1症

例 に め まい を生 じた の み で あ り,複 雑 性尿 路感染症例の

うち5日 間 お よび14日 間投 与 の25例 に つ いて本剤投与前

後 に 有 意 の血 液 生 化 学 検査 値 の 変動 が 認め られ なか った

こ と よ り,安 全 に 投 与 で きる抗菌 剤 で あ ると 考 え られ

る。(実 施 期 間:昭 和57年4月 ～昭 和58年7月)
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CLINICAL STUDY OF AT- 2266 ON URINARY TRACT INFECTION
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AT- 2266, a new oral antimicrobial agent, was studied clinically in the urological field.
AT- 2266 was administered a daily dosis of 300mg for 3 days to 7 patients with acute simple cystitis, a daily dosis

of 600mg for 5 days or 14 days to 32 patients with chronic complicated urinary tract infection.
Efficacy was evaluated in 37 patients according to Criteria for Clinical Efficacy of Antimicrobial Agents on

Urinary Tract Infection (2nd Edition). For the 6 cases with acute simple cystitis, clinical effects were excellent
in 4 cases, moderate in 2 cases, the overall efficacy rate was 100%. For the 31 cases with chronic complicated
urinary tract infection, clinical effects were excellent in 14 cases, moderate in 7 cases, poor in 10 cases, the overall
efficacy rate was 68%.

As side effect, vertigo was observed in one case, but no abnormal laboratory findings were noted in any cases.


